
内　容
赤系スタンダード品種
2009年７月に100㎡のガラス温室内の隔離ベンチ

に定植した。低温栽培区では2009年12月～2010年
４月末まで、17:00～7:00の間、８℃の夜間暖房設
定とした。
「フランセスコ」の春季（３月～５月）に開花す
る２番花の収量性が低温栽培区でも慣行区（13℃）
と変わらず、茎が硬くなる等低温栽培が可能なこと
が明らかになった。また、「エクセリア」では、低
温栽培区の切り花長が長くなるものの、４月末まで
の２番花切り花本数が197.1本と経営上の指標とな
る120本を大きく上回った（図）。

ピンク系スタンダード品種
2010年７月に定植し、2009年と同様に低温栽培

適応性試験を実施した。
切り花品質が変わらず（表）、収量性が良い（図）、

「ピンクモンテズマ」が低温栽培可能であることが
明らかとなった。

今後の方針
今回、低温栽培可能な３品種を選定することがで

きたが、「エクセリア」以外の品種では、経営上重
要な４月末までの切り花本数が少ない。今後、低温
栽培においても開花期を前進させることができる技
術開発と燃油削減効果の把握に取り組む予定であ
る。

東浦　優（淡路農技　農業部）
（問い合わせ先　電話：0799－42－4880）

表　暖房温度の違いがスタンダードカーネーション
各品種２番花の品質に及ぼす影響

図　暖房温度の違いがスタンダードカーネーション
各品種２番花切り花本数に及ぼす影響


